
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○「分かる授業」を目指した、
指導方法・評価方法の工夫改
善の推進

○「先生は、私たちが分かりやすい授
業を目指して工夫している」と思う生徒
75％以上
○「学校は、生徒が分かりやすい授業
をめざし、学習内容や指導方法を工夫
している」と思う保護者72％以上

・個別最適な学びと協働的な学びの実現に向
け、年3回外部講師招聘による研修を実施する。
・授業づくりにおけるサポートチームを組織し、
実践的で協働的な体制を整える。
・一人一回、校内での授業公開を行う。
・表現力の向上を図るために、「1分間スピーチ」
を実施し、他の生徒の前で意見を述べる機会を
多く設ける。

B

・個別最適な学びと協働的な学びについて講師招聘による研修を行い、そ
れを生かした授業づくりに取り組んでいる。
・学力向上を図るために、家庭学習を習慣化し、主体的に学習に取り組む
姿勢を身に付けるための手立てをとる必要がある。
・「一分間スピーチ」については、軌道に乗せ始めたところである。まずは
スピーチを行う回数を増やし、人前で自分の考えを述べることに慣れさせ
る。さらに、自分のクラスだけでなく、異学年や全校生徒の前での発表な
ど、発言の場を広げていくことで、表現力の高まりを期待したい。

A

・「先生は分かりやすい授業を目指し工夫している」と考えている生徒、保
護者ともに９７％であった。
・家庭学習につながるような授業を仕組むことで、８５％の生徒が家庭学
習に計画的に取り組んでいるという回答であった。
・表現力を高めるために、1分間スピーチに取り組んだ。学級だけでなく、
異学年に対しても発表を行い、自分の考えを表現する場を意図的に設定
できた。その際、聞き手が即興的な質問をしたり、感想を述べたりする姿
が見られた。

A

・小中で9年間の学力の推移を分析して、今後は取
り組むとよい。
・色々と工夫されているということを聞いている。そ
れが点数に結びつくとよい。

研究主任
学力向上コー
ディネーター

●児童生徒が、自他の生命を
尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義
感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇「学校生活は安心して楽しく過ごせ
ている」と思う生徒95％以上
〇生徒会活動の活性化によるボラン
ティア活動等の参加85％以上

・QUを活用した受容的な学級集団をつくる。
・職員全員で取り組む道徳の授業を推進す
る。
・生徒が自ら考え、行動するパワーアップ・プ
ラン等を活用した主体的な生徒会活動を促
進する。

A

・各学年でQUを分析し、必要に応じて学活・道徳の授業を実施するこ
とで安心して楽しく過ごせる集団作りを行った。
・道徳授業は、全学年で担任・副担任が協力して実践している。
・パワーアッププランは全校生徒でオリジナルうちわを作成し、地域イ
ベントで配付する活動を通して子どもたちが地域やひとと触れ合うこ
との大切さを感じた。
・生徒会主体で地域のボランティア活動に取り組んでいる。

A

・「学校生活は安心して楽しく過ごせている」と思う生徒は９４％であっ
た。
・生徒会主催のボランティア活動に参加した生徒は９３％であり、富士
町の地域行事を盛り上げることができた。
・2年生の新生徒会も集会等で主体的な活動に取り組んでいる。
・12月の人権集会では、多様性というテーマの講話より、「生き方」に
ついて考えさせることができた。

A

・教職員の皆様は、生徒が主体的に活躍できるよう
に取り組まれていてよい。

教育相談担当
道徳主任
生徒会担当

●いじめの早期発見、早期
対応に向けた取組の充実

○「私はいじめゼロをめざした取組を行っている」と
思う生徒100％
○「学校は、いじめをなくし命を大切にする取組を
行っている」と思う保護者80％以上
○「いじめの未然防止、早期発見・早期対応に向け
た取組を行っている」と思う教員100％

・毎月の「いじめ・いのちを考える日」の取組
と「生活アンケート」の実施
・各種調査等によるきめ細かな生徒の実態把
握
・学年⇔生徒指導部の連携した組織的対応
と、早急な対応による事案の解決

A

・毎月の生活アンケートを実施し、気になる記述があれば担任が生徒
と面談を通して早期解決を図った。友人の良いところを褒めるような
記述は、毎月の生徒指導朝会で紹介した。
・各学年、いじめの早期発見に努め、認知した事例については、すば
やく丁寧な対応により継続案件もなく解決に至っている。

B

・「いじめゼロをめざして行動している」生徒は９７％であった。残り
３％の生徒へもケース会議・支援会議等を通して生徒へ働きかけを
行っている。「学校はいじめをなくし命を大切にする取組を行ってい
る」と思う保護者は９７％、「いじめの未然防止、早期発見・早期対応
に向けた取組を行っている」と思う教員は１００％であった。

A

・生徒どうしの関わりやつながりは、小中の共通の
課題なので、小中で同じ目標で取り組んでいただけ
たらよい。
・きめ細やかに対応をしていただいてありがたい。

生徒指導主事

●児童生徒が夢や目標を
持ち、その実現に向けて意
欲的に取り組もうとするため
の教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれて
いると思う」と回答した生徒85％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした生徒75％以上
◎自分の子どもは、将来の夢や目標をもって
いると思う保護者70％以上

・学校行事や生徒会活動などを中心に、生徒が
主体的に活動する場面を設け、全職員による開
発的生徒指導を実践する。（生徒の出番と承認
の場面の設定など）
・身近な大人（先生、保護者、地域の人）が、夢
や目標を子どもたちに語る場を設ける。

A

・毎月の生徒指導朝会では生徒が司会を務め、生徒発表の場を設け
るなど、生徒主体で活動できるよう指導した。また、講師を呼んでの
講演会などでは、生徒が輪番でお礼の言葉を言えるように出番を設
けた。
・教師による講話では、教師の生い立ちや趣味・特技などについて語
ることを通して、生徒に将来の夢や目標などについて考える機会とし
た。

B

・「先生はあなたのよいところを認めてくれている」と答えた生徒は９
３％であった。
・「自分の将来の夢や目標を持っている」と答えた生徒は６２％、「自
分の子どもは将来の夢や目標を持っている」と答えた保護者は５８％
であり、どちらも目標を下回った。今後、夢や目標を語る場の設定を
増やし、キャリア教育を充実させることが課題である。

B

・キャリア教育には、私どもの会社にも、ぜひご用命
ください。卒業生も活躍している。
・環境的、土地柄か将来に向けてのビジョンづくりの
情報が少ないので、このデータはやむを得ない。

教育相談
生徒指導
道徳教育

〇◎郷土を誇りに思う生
徒の育成

○◎「富士町が好き」、「富士町
を自慢できる」の生徒回答率
100%

・地域の教育資源、人材を積極的に活用した
体験活動を通した「五感教育」を推進する。
・ふるさと富士に誇りをもって語ることができ
るゲストティーチャーを招聘する。 A

・地域学習では、各学年でテーマを設定し、富士町の自然、産業や伝
統文化について調べ学習を行い、企業訪問、見学や講和を実施し
た。
・全学年、郷土学習（体験学習・校外学習）を通して、ゲストティー
チャーからの講話等により、富士町のことを自分事として考えるような
授業を行った。

A

・「富士町が好き」、「富士町を自慢できる」という問いに９７％の生徒があ
てはまると回答した。残り３％の生徒へもさらに、郷土のよさを知る学習を
行いたい。
・地域学習では、各学年でテーマを設定し、富士町の自然、産業や伝統文
化について調べ学習を行い、企業訪問、見学や講和を通じて、富士町へ
の理解を深めた。
・ゲストティーチャーからの講話等により富士町のことを自分たちの生活と
結び付けて考える力が育った。

A

・「地域を誇りに思う」と「地域を担う」ことを短絡的に
結びつけるべきではない。小・中学生に「地域を担
わせる」ことは重荷になる。「地域を誇りに思う」で十
分である。

総合的な学習

●健康・体つ
くり

❷「望ましい生活習慣の形成」
❸「望ましい食習慣と食の自己
管理能力の育成」
❺「健康を考えて行動できる能
力の育成」

②「規則正しい生活を送っている」と思う生徒85％以
上
❸「健康に良い食事をしている」と思う生徒90％以上
❺「健康は何より大切だ」「保健で学習したことを、自
分の生活に活かしている」と答えた生徒75％以上

・「早寝、早起き、朝ごはん運動」を家庭・地域と共に推進
し、高い朝食喫食率を維持させる。
・健康維持管理能力の向上を目指した健康指導、食育指
導を行う。
・保健だより、給食だよりの定期発行による意識の啓発を
行う。
・「いじめ・いのちを考える日」や、保健の授業などで、健康
に生きることの大切さについて考えたり、他者と意見交換
する場を設ける。

A

・家庭科の授業の中で「早寝、早起き、朝ごはん」から食事の大切さ
を考え取り組んでいる。
・小学部と家庭と一緒に取り組むすこやか週間（6月）を実施し、「朝ご
飯を食べよう」という取り組みを行い、朝食を食べている生徒は９３．
９％と高い喫食率であった。 B

・「あなたは、規則正しい生活を送っている」と思う生徒は８５％、「健
康に良い食事をしている」と思う生徒は８８％、「健康は何より大切だ」
「保健で学習したことを、自分の生活に生かしている」と回答した生徒
は９０％であった。すこやか習慣（毎学期）での取り組みで意識を高く
することができたが、年間を通しての取り組みが課題である。 A

・生活習慣で規則正しい生活についても、小中の課
題である。親の仕事が遅くなっていることも原因だ。
・8割以上なので、学校の取り組みとしてはよい。
・家庭との連携がもう少しできたらよい。

保健体育科
保健・食育・給食

●業務効率化の推進と時
間外在校等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・定時退勤日の設定と実施を徹底する。
・職員会議等の協議内容を精選し、ペーパーレスにした
り、終了時間を設定したりして、常に時間短縮の意識を見
える化する。
・校時限の見直しを行い、職員の退勤時間を20～30分繰
り上げる。
・行事、指導の手引きを活用して、企画運営の時間短縮を
図る。

B

・定時退勤日を意識して仕事に取り組むように働きかけを行った。
・職員会議のペーパレス化、議題等を事前に提示し会議終了時間の短縮
を行った。
・校時限見直しについて、試行期間を設け30分繰り上げを図った。今後は
業務内容等を検討していく。
・議題別に企画の内容を明確にして、時間短縮を行った。

A

・勤務時間を意識し、時間外勤務を遵守するよう取り組めた職員が８
２％と意識を向上させることができた。
・校時限の見直しの試行期間は、30分以上、勤務の時間を短縮させ
ることができた。
・年休の取得日数も職員1人あたりの平均日数が16日であった。

A

・よい意味で、先生方がお休みをとられている。子ど
もたちも当然のように受け入れている。業務につい
ては、どんどんAIを使っていく。
・中学部で16日のお休みがとれるのはすばらしい。

教頭

○時間を意識した仕事の効
率化

○「サーバー内のデータを分かり
やすく整理保存した」と思う職員
90%以上

・次年度の業務改善を視野に入れた、データや
作成した資料等の整理保存を徹底する。
・分かりやすく整理保存し、各業務にかける時間
を短縮させる。

B

・校務の効率化を図るために、随時、各分掌等でデータ等の保存を
行っている。来年度の行事について検討し、仕事がしやすいように
データの整理を行う。
・各分掌ごとに、本年度のデータの整理整頓を行っている。

A

・来年度の業務改善を意識し、「サーバー内のデータを分かりやすく整理
保存した」と思う職員は100％であり、データをわかりやすく整頓をすること
ができた。今後、さらに「いつまでに」「何を」「どのようにする」のかを明確
にしながら、見通しを持つことによって仕事の効率化を図っていきたい。

A

・校務の効率化を図りながらも、生徒に対してきめ
細やかにご指導されているところがよい。

教頭

●特別支援教
育の充実

○特別支援教育に関する
教員の意識の向上

○「支援や配慮が必要な生徒への関
わり方や対応力が向上した」と思う職
員90％以上

・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、特別支援教育委員会で
の情報共有 A

・大和特別支援学校より講師を招聘し、校内特別支援研修会を実施した。
・特別支援委員会を月１回開催し、生徒指導協議会で全職員への共通理
解を図り、ケース会議等関係機関との連携を取り保護者への説明を行
い、丁寧な支援を行った。

A

・特別支援教育研修会や特別支援委員会・ケース会議等を通して「支
援や配慮が必要な生徒への関わり方や対応力が向上した」と思う職
員は100%であった。支援や配慮が必要な生徒の対応について、職員
で共通理解をし、共通実践をすることができた。

A

・教職員の皆様は、支援や配慮が必要な生徒への
関わり等についてよく考え、努力されていてよい。

特別支援CO

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中連携
○９年間の学びをつなぐ小
中一貫教育の研究推進

○小中学部の全教職員による相互授
業参観及び授業研究会を年２回実施
する

・小学部教員との協働による乗り入れ授業、「交
流活動、授業参観を計画的に実施する。
・小中合同協議会の内容を充実させ、効果的な
合同研修会を実施する。

A

・年度当初の計画に沿って、乗り入れ授業や交流活動を実施してい
る。
・小中合同協議会では、小中の児童生徒についての情報交換や授業
参観等を実施し、9年間を見通した学びのための協議を行った。

A

・すべての職員が年間の学びを通して、小中相互の授業を参観し、小
中職員同士のコミュニケーションを図りながら指導を行うことができ
た。
・乗り入れ授業は計画的に実施できた。

A

・小学生が中学生との意見交換の場を持てたことは
よい。
・PTAも小中合同でもよい。

教務主任

○コミュニ
ティースクー
ル

○学校運営協議会の充実 ○「学校は、地域や保護者と連携して教育活
動を推進している」と思う保護者80％以上
○「学校の情報がよく伝わってくる」と思う保
護者90%以上

・学校運営協議会における熟議を核として、連携
を強化する。
・学校便り、HP、学校情報メールを積極的に活
用し、保護者、地域への積極的な情報発信・受
信をする。

A

・学校運営委員と中学生がふるさと富士について座談会を行い、互い
への理解と地域への思いを深めた。
・学校便り等を活用し、子ども、学校、地域を賞賛する内容を中心に
情報発信を行った。

B

・学校は、地域の人材や施設、自然環境を活用した特色ある「ふるさと学
習」を行っていると思う保護者は９４％であった。今後も地域や保護者との
連携を図っていく。
・「学校情報メール」「れんらくん」「学級だより」「学校ホームページ」などの
学校情報を見るようにしていると思う保護者は８７％であった。残り１３％
の見てない保護者に学校情報を周知していくことが課題である。

B

・「れんらくん」を見損ねることがよくある。アンケート
などは携帯でできることは助かっている。
・日々の授業実践や行事等への参観ができなかっ
た。次年度は是非とも参加したい。

教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教
職員の働き方
改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立富士中学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・授業に関しては、個に応じた指導を積極的に取り入れることができた。今後、さらに、生徒の主体的な学びを促す授業づくりを通して学力向上を図る。
・生徒に出番と役割を与え、その働きに対して承認することを通して、生徒の自己肯定感を高めるようにした。さらに自分で考え行動する、自律した生徒の育成をめざす。
・学校運営協議会の助言を得ながら、富士町の教育資源や地域人材を活用し、地域と連携した学校づくりをめざす。
・地域を担うたくましい人材を育成するために体力の増進と健康の増進を図る。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・少人数の特徴を生かして、個に応じたきめ細かな指導を継続しつつも、生徒の主体的な学びを促す授業づくりを通しての学力向上を図る。また、家庭学習を主体的に取り組むことができるようにしていきたい。
・学校行事・学級活動等において、生徒の出番と役割を積極的に設けている。今後は、承認することを通して、生徒の自己肯定感をさらに高めるようにしていきたい。
・富士町の教育資源や地域人材を活用しながら、郷土を誇りに思う生徒の育成を図ってきた。この取り組みを、今後も続けるとともに内容を充実させていきたい。
・富士校ならではの分離型一貫校の型をつくり、学校運営協議会の助言を得ながら地域と連携した学校づくりを目指したい。

２　学校教育目標 地域を担う夢に向かって伸びゆく富士っ子の育成

３　本年度の重点目標

①「五感教育」の推進・・・わかる授業づくりと家庭学習への取り組み
②「生徒理解」･「不登校対策」の推進・・・生徒を中心に据えた心の絆＆居場所づくり
③３連携「小中連携・家庭連携・地域連携」の推進・・・コミュニティ・スクールとしての絆づくり
④教職員の資質向上と働き方改革を受けての取組の充実


